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No.74

９月定例会の報告

可決された補正予算・条例など
【平成29年度会計別補正予算】

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計 134,267 14,801,057

国民健康保険事業 116 4,782,240

介護保険 31,307 3,283,676

公共下水道事業 2,779 1,212,284

（千円）
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５
０
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わ
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３
３
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０
０
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。
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害
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旧
工
事

３
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８
７
０
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円

６
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。
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５
７
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５
３
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４
台
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５
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２
８
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７
２
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す
。
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No.74

《条例の改正》
●水俣市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例

就学前の子どもに関する教育・保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部改正に伴って条例の

改正を行いました。

●水俣市営住宅条例の一部を改正する条例

牧ノ内団地１号棟の平成30年１月からの供用開始に伴い、戸数を48戸

から56戸に変更するものです。

●水俣市県営急傾斜地崩壊防止工事分担金徴収条例の一部を改正する条例

受益者分担金を下げて、急傾斜地崩壊防止工事の普及促進を図ります。

●水俣市学校林基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例

久木野小学校学校林を廃止し、その他の学校林の所在地等を現在の表示とするものです。

《その他》
●あらたに生じた土地の確認

八幡プール埋立て完了により生じた110,527.81㎡の土地の確認

●字区域の変更

上記の土地を浜松町に編入

●水俣市過疎地域自立促進計画の変更

水俣市過疎地域自立促進計画に３事業を追加しました。

《人事》
●固定資産評価審査委員会委員の選任

・田中孝典氏（天神町）　　・梅下正孝氏（大川）　　・遠山正行氏（陣内）

《特別委員会》
●一般会計決算特別委員会を設置

正副委員長 委　　　　　　員

（委員長）
中 村 幸 治

谷 口 眞 次 牧 下 恭 之 小 路 貴 紀

（副委員長）
塩 﨑 達 朗

桑 原 一 知 髙 岡 朱 美
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＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。

総 務 産 業総 務 産 業厚 生 文 教厚 生 文 教
条例の一部改正２件、補正予算２件、決算認定２件、
その他の議決事件２件、陳情３件（うち継続１件）

●議第58号　平成29年度水俣市一般会計補正予算第３号
中付託分について

質疑－被災地宅地復旧補助金の対象ケースは
答弁－熊本地震での被害に対する補助事業で、熊本復興

基金を財源として始められた。

●議第61号　平成29年度水俣市公共下水道事業特別会計
補正予算第１号について

質疑－下水道接続対象地域での接続率と接続推進に向け
た取り組みは

答弁－９割は接続済みである。未接続のところには、戸
別訪問している。

●議第66号　平成29年度水俣市一般会計補正予算第４号
について

新庁舎建設について

質疑－旧庁舎周辺に建設した場合に、庁舎のかさ上げ工
事費に起債は適用されるか

答弁－かさ上げが部分的か、全体的か、または人工地盤で
行うかなど、工法によって工事費が大きく変動す
るため、個別の起債協議をしなければわからない。

質疑－新庁舎の建物の延べ床面積を7,000平方㎡として
いる根拠は

答弁－旧庁舎の本館、旧館、新館、秋葉会館の合計が約
6,500㎡であり、これにユニバーサルデザインの
対応やエレベーターの設置などの様々な要素を考
慮している。

新庁舎建設基本・実施設計業務委託料ほか、関係予算
を削減する修正案が出され、討論があり、採決の結果、
賛成少数で修正案を否決すべきものと決定した。
なお、原案について、討論があり、採決の結果、賛成
多数で原案のとおり可決すべきものと決定した。

●議第67号　水俣市過疎地域自立促進計画の変更につ
いて

質疑－今回変更となった事業の内容について
答弁－森林の整備促進や公益機能の維持向上など、地域

林業の活性化を図る事業、林業事業者に高性能林
業機械の導入支援を行う事業、市の公民館のトイ
レを和式から洋式に変更する事業を追加した。

●陳第５号　水俣市の光回線（インターネット回線）全

面開通に向けた陳情について

全員異議なく採択すべきものと決定した。

●陳第６号　日本政府に核兵器禁止条約の調印を求める

意見書提出を求める陳情について

討論が行われ、賛成少数で不採択すべきものと決定
した。

条例の一部改正２件、補正予算３件、陳情１件（継続
分）、決算認定４件

●議第58号　平成29年度水俣市一般会計補正予算第３号
中付託分について

質疑－蘇峰記念館に自動火災報知設備を設置するのか
答弁－消防署の立ち入り検査で、文化財保護法の重要美

術品として、認定された建物としての取り扱いを
行い、自動火災報知設備を設置するよう指摘が
あった。

質疑－総合体育館監視カメラ更新工事が計上されてい
るが

答弁－現在、大アリーナ、小アリーナ及び駐車場の３カ
所に各２台、計６台の監視カメラを設置して、利
用状況等を事務所のモニターにより確認している。
しかし、総合体育館の開設から約20年以上が経ち、
現在、小アリーナの設置カメラは２台とも壊れ、
大アリーナ及び駐車場においても、それぞれ１台
ずつが壊れている状況であり、防犯上、早急に現
状復帰を行う必要があるため、今回、工事を行う
ものである。

質疑－簡易水道等統合整備事業に伴う給水管修繕費等に
関して、東部地区において、簡易水道から市の水
道への移行に伴い、今回の工事は、新たに受益者
の負担は発生しないのか

答弁－負担については発生しない。

●陳第３号　若者も高齢者も安心できる年金制度の実現

を求める陳情について

反対－現在の国の財政事情を考えると、年金の隔月支給
を国際水準並みに毎月支給に改めるという点は問
題がある。

賛成－年金生活者の実態を考えると賛成。
採決の結果、賛成少数で不採択すべきものと決定した。
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質疑－住民投票の期日を条例施行から180日を経過
する日までとしたのはなぜか。

答弁－その期間であれば市長が必要と判断する時期
に住民投票を実施できる。場合によっては来
年実施される市長選挙と併せて実施すれば経
費を抑えることもできる。

質疑－住民投票条例を提案するにあたり、市民の反
応をどのように聞いているか。

答弁－以前から六ツ角周辺を望む声も聞いていた
し、一般質問の後ではインターネットでも住
民投票が必要だという声もある。

自由討議－・市が建設場所を旧庁舎周辺に決定した
際、諮問機関の答申にあった六ツ角周
辺について具体的な移転補償費等の経
費の試算や工期短縮の再検討もないま
ま、起債対象のハードルが高いと判断
したことが問題である。

・ハードルが高いというのは国・県にある
程度協議した上での回答であると思う。
・諮問機関の答申後、市が旧庁舎周辺に
決定した経緯が不透明であり、十分な
検討がされたのかが示されていない。

討論－《反対》住民投票に関しては陳情など住民の
要望が形となって出ていないため必
要でない。

《賛成》六ツ角周辺への建設に対し行政内部
だけの見積もりで費用がかさむと判
断され、具体的な事業費の検討が何
ら行われず、経過が不明瞭なため住
民投票を行うべきである。

採決の結果賛成少数で否決すべきものと決定

特別委員会の報告
水俣市新庁舎の建設位置に関する住民投票条例の制定について

陳 情 の 審 議 結 果
《賛否の分かれた議案》

会派
議員名

陳情

真　志　会 政進クラブ 無限21
日　本
共産党

自
民
党

公
明
党

水
進
会

一
ノ
会 結
　
　
果

髙
岡　

利
治

谷
口　

明
弘

塩
﨑　

達
朗

桑
原　

一
知

岩
阪　

雅
文

中
村　

幸
治

田
口　

憲
雄

谷
口　

眞
次

藤
本　

寿
子

田
中　
　

睦

野
中　

重
男

髙
岡　

朱
美

松
本　

和
幸

牧
下　

恭
之

小
路　

貴
紀

福
田　
　

斉
陳第３号
若者も高齢者
も安心できる年
金制度の実現を
求める陳情につ
いて

反 反 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 議長

不
採
択

賛成：物価が上がっても賃金が下がれば年金額を下げるマクロ経済スライド方式は
実質年金の引き下げである。これ以上の引き下げは高齢者の生活の質だけで
なく景気を後退させ、地域経済にも影響を与える。

反対：討論なし

陳第６号
日本政府に核
兵器禁止条約の
調印を求める意
見書提出を求め
る陳情について

反 反 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 議長

不
採
択

賛成：日本は世界唯一の核攻撃による被害国で、残虐な被害の実態を最も知る立場
にある。真っ先に調印し、核保有国を説得する役割を果たすことで世界を核
のリスクから解放すべきである。

反対：討論なし

《全員賛成採択》
陳第５号　水俣市の光回線（インターネット回線）全面開通に向けた陳情について
インターネットを提供する事業者に対し、水俣市の光回線全面開通を自治体の立場から要請してもら
いたい。

《継続審査》
陳第４号　所得税法第56条の廃止を求める意見書提出を求める陳情について
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賛 否 の 分 か れ た 議 案
議66号　平成29年度一般会計補正予算（第４号）
本案は、修正案が提出され、賛成少数で否決され、原案について賛成多数で可決されました。
修正案、原案の審議結果は下記のとおりです。

【修正案の審議結果】
提 案 者 ：谷口明弘、小路貴紀、桑原一知、塩﨑達朗、高岡利治、牧下恭之、松本和幸
提案理由 ：新庁舎建設基本設計・実施設計業務委託料ほか関係予算について、新庁舎の建設予定地につ

いての審議が尽くされたとは認めがたく、当該事業に係る予算を削除するため修正案を提出
するものである。

修正案の審議結果

会派 真　志　会 政進クラブ 無限21
日　本
共産党

自
民
党

公
明
党

水
進
会

一
ノ
会

結
　
果議

　
員

髙
岡
利
治

谷
口
明
弘

塩
﨑
達
朗

桑
原
一
知

岩
阪
雅
文

中
村
幸
治

田
口
憲
雄

谷
口
眞
次

藤
本
寿
子

田
中　

睦

野
中
重
男

髙
岡
朱
美

松
本
和
幸

牧
下
恭
之

小
路
貴
紀

福
田　

斉
賛否 賛 賛 賛 賛 反 反 反 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 議長 否決

賛成討論 　●　新庁舎の建設地が旧庁舎周辺に決定した経緯が不明瞭なことを背景に、各議員から一般
質問がなされたが、多くの議員並びに市民が納得しうる明快な答弁が得られたとはいえな
い中で、候補地決定を既成事実化するような予算執行は、現状避けるべきである。また、
旧庁舎周辺における浸水対策の工法等については、一般単独災害復旧事業債の適用可否が
国・検討との協議次第である状況下で、市長が言われる次世代に負担を残さないとする根
拠に対しても不明な点が多く残されたままである。さらには、本件が後の住民投票基本条
例制定の賛否に関することから、極めて慎重な判断が求められると考える。よって、新庁
舎建設基本設計・実施設計業務委託料ほか関係予算について、当該事業に係る予算を削除
する修正案には賛成である。

反対討論 　●　修正案は、事実上、被災庁舎の復旧作業を遅らせる。市庁舎は防災対策の司令塔であり、
復旧は急務である。緊急性に加え、財源確保が最大の懸案事項である。当市の公共施設整
備基金が平成28年度現在８億９千万円しかない中、新たに大きな借金をすれば、その返済
のために、他の事業を圧縮することになる。「被災」を理由に特別な財政支援を国に求め
たのはこういう事情があったからである。
市長を先頭に各方面の関係者に繰り返し要望活動を行い、議会の総意で財政支援を求め
る意見書を提出した。国が一般単独災害復旧事業債の適用を認めたのはその結果である。
国との協議を経て、旧庁舎周辺における建設には確実に起債の適用が認められたにも関わ
らず、あえてよりコストも時間もかかり、起債適用も不確実な六ツ角での建設計画に固執
する姿勢は支援を決定した国・県の信義に反する。

●　審議が尽くされていないというが、本庁舎建て替え検討委員会では、旧庁舎周辺は、安
全性、防災拠点性、経済性など様々な角度から総合的に高い評価結果だった。またパブリッ
ク・コメント、市長と語る会において意見は聴取され、旧庁舎周辺を望む意見があった。
これを反映した上で決定に至った判断は妥当であると考える。

【原案の審議結果】
原案の審議結果

会派 真　志　会 政進クラブ 無限21
日　本
共産党

自
民
党

公
明
党

水
進
会

一
ノ
会

結
　
果議

　
員

髙
岡
利
治

谷
口
明
弘

塩
﨑
達
朗

桑
原
一
知

岩
阪
雅
文

中
村
幸
治

田
口
憲
雄

谷
口
眞
次

藤
本
寿
子

田
中　

睦

野
中
重
男

髙
岡
朱
美

松
本
和
幸

牧
下
恭
之

小
路
貴
紀

福
田　

斉
賛否 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 議長 可決
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住民投票条例案提出による審議結果
議第76号　水俣市新庁舎の建設位置に関する住民投票条例の制定について

提 案 者 ：谷口明弘、小路貴紀、桑原一知、塩﨑達朗、高岡利治、牧下恭之、松本和幸
提案理由 ：水俣市民の安心安全な生活及び市勢発展を図るうえで重要な事項である市庁舎の建設場所決

定に市民の意向を反映させるため、本案のように制定しようとするものである。

議案の審議結果

会派 真　志　会 政進クラブ 無限21
日　本
共産党

自
民
党

公
明
党

水
進
会

一
ノ
会

結
　
果議

　
員

髙
岡　

利
治

谷
口　

明
弘

塩
﨑　

達
朗

桑
原　

一
知

岩
阪　

雅
文

中
村　

幸
治

田
口　

憲
雄

谷
口　

眞
次

藤
本　

寿
子

田
中　
　

睦

野
中　

重
男

髙
岡　

朱
美

松
本　

和
幸

牧
下　

恭
之

小
路　

貴
紀

福
田　
　

斉
賛否 賛 賛 賛 賛 反 反 反 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 議長 否決

賛成討論 　●　新庁舎建設の候補地について、市長は市民の意見を反映していると言うが、パブリック・
コメントや地域懇談会で出された意見数は、対人口比で１％にも満たない。また、市長は
住民投票は必要ないと繰り返し主張しているが、候補地決定の判断を証明すべく議事録が
存在していないことを行政が自ら認めている。市民不在の決定と言われないためにも、住
民投票に委ねることは理に適っている。

●　どちらの候補地が選ばれても、起債適用の承諾に向け早急に作業を行い、その結果、承
諾のハードルが高ければ低くなるよう努力されたのか疑問である。六ツ角周辺が候補地に
残った際に、所有者とテナントの営業補償や用地取得費用など早急に協議を行ったのかな
ど、両候補地が明確な比較のもと、同じテーブルで議論されているとはいえない。主権者
である市民の同意や理解を得る機会は必要である。

●　これからの水俣市を思うと、人口減少、少子高齢化が進み、まち全体の活気がなくなっ
ていく懸念がある。人々が集まりやすい場所で安全性、経済性、利便性を考えて、両候補
地を比較検討ができる資料を示したうえで、市民の皆様に問うてみる意義は十分にあると
考える。

反対討論 　●　これまでも６回にわたる市本庁舎建替検討委員会により、慎重な審議がなされた。市民
へのパブリック・コメントも行った後、市が市民の大方の意見であった「旧庁舎周辺」と
方針を決定したことは、「消防拠点性」「安全性」「経済性・実現性」「まちづくりや利便性」
を総合的に判断した結果であり、当然の結果と認識する。

●　市長はじめ関係者の努力により、一般単独災害復旧事業債により総費用の85.5％が交付
税で措置される。残る水俣市の負担もこれまで積み上げてきた公共施設整備基金８億９千
万円を使えば、あらたな負担を市民に求めることなく新庁舎が建設できるところまで至っ
た。「六ツ角周辺」が充分調査がなされず決定したということであるが、県も商業施設の
移転費用に多額の費用、更に時間がかかるということで難色を示したということである。
多くの市民から「旧庁舎周辺」にという理解を得られることであり、「旧庁舎周辺」への
決断は妥当であると考える。よってこの住民投票条例案については、反対である。
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No.74

あなたの声を市政に

●髙岡　利治
１．教育問題について
２．水俣市交流促進奨励金について
３．競り舟新艇建造に関する問題とそれに関する予算

措置の問題について
●谷口　眞次
１．市政について
２．庁舎建て替えについて
３．河川汚濁について
４．水天荘・水天山公園について
●岩阪　雅文
１．市長の公約の達成とその実現度について
２．「知的障がい者小規模入所施設」開設の陳情につ
いて

３．道の駅・海の駅の開設と今後の具体的取り組みに
ついて

●髙岡　朱美
１．重要性増す消防団をより強化する取り組みについて
２．水俣市立図書館の現状と情報化社会にふさわしい
図書館づくりについて

●藤本　寿子
１．水俣市における近年の森林伐採の現状と今後の森
林事業について

２．川内原子力発電所事故時の原子力災害対策につ
いて

３．水俣市の用途廃止予定の市営住宅について
●小路　貴紀
１．新庁舎建設について
２．競り舟のＦＲＰ艇建造に係る追加予算の発生につ
いて

３．市長と語る地域懇談会について
４．小中学校の支援について

●塩﨑　達朗
１．水俣市のごみ分別について
２．「市長と語る地域懇談会」における重点事業につ
いて

⑴　 「交流人口の増加」について
⑵　 「水俣川河口臨海部振興構想」について
３．防災について
●野中　重男
１．水銀に関する水俣条約の発効とこれからの課題に
ついて

２．市庁舎建設問題について
●谷口　明弘
１．ふるさと納税について
２．国が進める地方創生の事業メニューと水俣市の対
応について

３．防災について
４．市役所庁舎建て替えについて｠
●松本　和幸
１．市道等の整備について
⑴　江添川に沿った道路拡張について
⑵　丸島ポンプ場について
２．水俣市地場企業新産業・雇用創出促進補助金につ
いて

３．都市計画区域内の見直しについて
４．人事について
●桑原　一知
１．水俣市新庁舎建設基本構想について
２．本市の農業振興について
３．小中学校のエアコン設置について

紙面から動画にリンク
各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン

などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご

覧いただけます。

※視聴の際のデータ通信料はご自分の負担となります。
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髙岡　利治　議員

（真志会）

小学校部活動の
社会体育移行は喫緊の課題

問
　
小
学
校
部
活
動
の
社

会
体
育
移
行
に
つ
い
て
現

在
の
進
捗
状
況
は

答　

社
会
体
育
検
討
委
員

会
内
に
作
業
部
会
を
設
け
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
結
果
を
踏
ま
え
基
本

方
針
案
の
策
定
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
社
会
体
育
移
行
の
窓

口
は
今
後
も
教
育
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組

む
の
か

答　

こ
れ
ま
で
通
り
関
係

団
体
と
連
携
し
、
教
育
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
む
。

問
　
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
推
進
係
が
窓
口
と
あ
る

が
、
職
員
の
増
強
や
準
備

教

育

問

題

に

つ

い

て

室
等
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
か

答　

職
員
の
作
業
が
後
手

後
手
に
回
ら
な
い
よ
う
に

職
員
の
増
強
等
は
教
育
長

と
綿
密
に
話
を
し
て
決
定

し
て
い
き
た
い
。

水
俣
市
交
流
促
進
奨
励
金
に

つ
い
て

問
　
こ
の
交
付
金
の
目
的

と
中
身
は

答　

観
光
振
興
や
経
済
発

展
に
寄
与
す
る
企
画
旅
行

や
イ
ベ
ン
ト
に
、
交
流
人

口
の
増
加
を
目
的
と
し
て
、

５
万
円
か
ら
10
万
円
を
助

成
す
る
制
度
で
あ
る
。

問
　
交
付
金
を
活
用
し
た

団
体
の
内
訳
と
実
績
は

答　

過
去
３
年
間
の
実
績

は
38
団
体
申
請
中
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
等
の
事
業
が
29
団
体
、

研
修
旅
行
や
ツ
ア
ー
等
が

９
団
体
で
あ
る
。

問
　
平
成
26
年
度
か
ら
計

上
し
て
い
る
75
万
円
の
予

算
の
執
行
状
況
は

答　

27
年
度
は
12
月
に
、

28
年
度
は
７
月
に
、
29
年

度
は
６
月
に
予
算
を
使
い

切
っ
た
。

問
　
こ
の
制
度
を
活
用
し

た
団
体
や
関
係
者
か
ら
予

算
の
増
額
を
希
望
す
る
声

が
あ
る
が
ど
う
考
え
る
か

答　

来
年
度
の
予
算
は
担

当
部
局
と
相
談
し
て
、
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

競
り
舟
新
艇
建
造
に
関
す
る
問
題

と
予
算
措
置
の
問
題
に
つ
い
て

問
　
当
初
予
算
で
Ｆ
Ｒ
Ｐ

製
の
舟
12
艇
の
購
入
予
算

と
し
て
、
１
千
88
万
７
千

円
が
計
上
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
６
月
議
会
に
お
い
て

３
３
１
万
８
千
円
の
追
加

予
算
が
計
上
さ
れ
た
が
、

そ
の
原
因
は
何
か

答　

平
成
29
年
度
予
算
編

成
時
に
、
参
考
見
積
も
り

を
依
頼
し
た
業
者
に
対
す

る
内
容
等
の
確
認
不
足
に

よ
り
不
足
が
生
じ
た
た
め
、

６
月
議
会
に
追
加
補
正
を

お
願
い
し
た
。

問
　
今
回
の
問
題
に
市
議

会
議
員
の
関
与
が
あ
る
と

の
話
だ
が
、
そ
の
中
身
と

内
容
は

答　

競
り
舟
協
会
理
事
長

に
担
当
職
員
が
頼
り
過
ぎ

た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
結
果

的
に
誤
解
を
招
く
こ
と
に

な
っ
た
。

問
　
競
り
舟
協
会
理
事
長

い
わ
ゆ
る
岩
阪
議
員
の
関

与
が
あ
り
、
見
積
書
の
や

り
と
り
を
担
当
職
員
と
業

者
さ
ん
と
の
間
に
入
っ
て

岩
阪
議
員
が
行
っ
て
い
た

こ
と
自
体
が
疑
惑
を
も
た

れ
か
ね
な
い
行
為
で
は
な

か
っ
た
の
か
。
教
育
長
は

何
か
責
任
の
あ
る
行
動
を

と
ら
れ
た
の
か

答　

今
回
の
件
に
つ
い
て

は
重
く
受
け
止
め
、
深
く

反
省
し
て
い
る
。
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谷口　眞次　議員

（無限21）

西田市長、
２期目に出馬を表明

問
　
次
期
市
長
選
へ
の
決

意
を
お
尋
ね
し
た
い

答　

私
は
、
水
俣
市
長
２

期
目
へ
挑
戦
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
表
明
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
約
３
年

半
、
目
標
に
か
か
げ
た
項

目
の
ほ
ぼ
全
て
に
着
手

し
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆

様
、
議
会
の
皆
様
の
ご
協

力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ

り
、
改
め
て
御
礼
を
申
し

上
げ
る
。
し
か
し
、
少
子

高
齢
化
や
地
域
の
経
済
振

興
、
水
俣
病
問
題
等
、
課

題
が
山
積
み
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
着
手
し
た
道
半

ば
の
事
業
の
完
遂
、
そ
し

て
「
新
し
い
水
俣
」「
か

問
　
今
後
の
利
活
用
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か

答　

建
物
を
解
体
し
再
利

用
を
す
る
方
向
性
は
ま
と

め
た
が
、
多
額
の
費
用
が

生
じ
る
た
め
、
今
後
も

様
々
な
視
点
か
ら
引
き
続

き
活
用
策
を
模
索
し
て
い

く
。 水

天
荘
、

水
天
山
公
園

に
つ
い
て

市
政
に
つ
い
て

が
や
く
水
俣
」
づ
く
り
へ

の
挑
戦
は
私
に
与
え
ら
れ

た
責
務
で
は
な
い
か
と
受

け
止
め
て
い
る
。

問
　
新
庁
舎
の
場
所
決
定

の
大
き
な
要
因
は
な
に
か

答　
「
六
ツ
角
周
辺
」
に

つ
い
て
は
民
間
の
所
有
地

で
あ
り
、
一
般
的
に
取
得

費
用
が
発
生
し
、
現
地
建

て
替
え
に
比
べ
て
費
用
が

か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
な

ぜ
、
旧
庁
舎
周
辺
が
不
適

切
で
六
ツ
角
周
辺
の
民
有

地
を
選
定
し
た
の
か
、
と

い
っ
た
移
転
建
て
替
え
の

合
理
的
理
由
を
整
理
し
た

う
え
で
、
国
・
県
と
の
協

議
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
起
債
適
用
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
の
回

答
を
受
け
た
。

検
討
委
員
会
で
総
合
的

に
評
価
が
高
く
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
や
、

市
長
と
語
る
地
域
懇
談
会

で
「
旧
庁
舎
周
辺
」
を
望

む
声
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

財
源
的
に
有
利
で
次
世
代

に
大
き
な
負
担
を
残
さ
ず
、

目
標
年
度
の
平
成
33
年
12

月
ま
で
に
、
工
事
完
了
と

庁
舎
機
能
の
移
転
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
で
あ
る
。

問
　
新
庁
舎
の
建
設
場
所

決
定
の
経
緯
は
ど
う
か

答　

こ
れ
ま
で
６
回
に
わ

た
る
水
俣
市
本
庁
舎
建
替

検
討
委
員
会
で
議
論
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

を
行
い
、
去
る
７
月
28
日
、

検
討
委
員
会
か
ら
新
庁
舎

建
設
候
補
地
を
「
旧
庁
舎

周
辺
」
と
「
六
ツ
角
周
辺
」

の
２
カ
所
と
す
る
答
申
を

受
け
た
。
一
方
、
市
の
財

政
負
担
が
最
も
低
く
抑
え

ら
れ
る
一
般
単
独
災
害
復

旧
事
業
債
の
確
保
に
向
け
、

国
・
県
と
協
議
を
重
ね
て

き
た
。
そ
の
結
果
「
旧
庁

舎
周
辺
」
に
お
け
る
市
庁

舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、

県
を
通
じ
て
正
式
に
同
起

債
の
適
用
を
承
認
す
る
旨

の
回
答
を
受
け
た
。

庁
舎
建
て
替
え

に
つ
い
て

10
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岩阪　雅文　議員

（政進クラブ）

知的障がい者小規模
入所施設の早期開設を

問
　
昨
年
12
月
市
議
会
で

採
択
さ
れ
た
知
的
障
が
い

者
小
規
模
入
所
施
設
の
陳

情
の
処
理
の
経
過
及
び
結

果
は
い
か
が
か

答　

主
に
事
業
実
施
の
財

源
、
設
置
に
お
け
る
人
員
、

設
備
運
営
費
等
高
い
指
定

基
準
が
あ
る
。
他
に
土
地

等
も
あ
り
市
の
財
政
状
況

で
は
市
単
独
で
は
困
難
。

問
　
陳
情
者
の
現
状
を
認

識
し
、
今
後
の
具
体
策
を

ど
う
推
進
す
る
考
え
で
あ

る
か

答　

療
育
手
帳
を
持
っ
て

い
る
方
が
３
５
７
名
。
う

ち
59
名
が
施
設
に
入
所
。

こ
の
う
ち
17
名
が
市
内
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
入
所
。

他
の
方
は
市
外
の
施
設
を

利
用
し
て
い
る
。

入
所
施
設
に
つ
い
て
は
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て

市
内
４
カ
所
に
設
置
。
制

度
上
は
知
的
障
が
い
者
も

入
所
で
き
る
。

市
と
し
て
は
、
別
の
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
指
定
の
取

得
、
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
提
供
に
努
め
て
い

る
。知

的
障
が
い
者
の
み
に

特
化
し
た
施
設
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
設
置
は
困
難
。

今
後
は
民
間
の
事
業
所

等
へ
入
所
施
設
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
を

働
き
掛
け
る
な
ど
国
や
県
、

関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
国
の
地
域
生
活
支
援

拠
点
整
備
事
業
と
は
な
に

か答　

障
が
い
者
の
重
度

化
・
高
齢
化
や
「
親
亡
き

後
」
を
見
据
え
、
居
住
支

援
の
た
め
の
機
能
を
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
創
意
工

道
の
駅
・
海
の
駅
の
開
設
に
つ
い
て

夫
に
よ
り
整
備
し
、
障
が

い
者
の
生
活
を
地
域
全
体

で
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
構
築
事
業
で
あ
る
。

問
　
水
俣
市
の
取
り
組
み

は答　

平
成
32
年
度
ま
で
に

各
市
町
村
域
内
に
最
低
限

一
つ
を
整
備
す
る
よ
う
国

か
ら
通
知
。
現
在
、
水
俣

芦
北
圏
域
の
自
立
支
援
協

議
会
で
検
討
中
。
第
５
期

水
俣
市
障
が
い
者
福
祉
計

画
の
中
で
示
し
た
い
。

問
　
明
水
園
へ
知
的
障
が

い
者
の
方
が
入
所
で
き
る

方
策
は
な
い
か

答　

設
立
当
初
か
ら
施
設

入
所
は
水
俣
病
患
者
の
方

の
み
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
知
的
障
が
い

者
の
方
の
入
所
は
で
き
な

い
。

問
　
水
俣
市
の
場
合
、
道

の
駅
と
海
の
駅
が
併
設
し

て
で
き
る
と
考
え
て
よ
い

か
。
ま
た
施
設
の
規
模
、

運
営
主
体
に
つ
い
て
ど
う

推
進
し
て
行
く
か

答　

現
在
あ
る
場
所
周
辺

に
、
地
元
農
産
物
、
水
産

物
を
販
売
、
加
工
す
る
等

主
要
施
設
と
、
イ
ベ
ン
ト

や
休
憩
の
で
き
る
大
屋
根

施
設
の
整
備
を
計
画
し
て

い
る
。
今
年
度
実
施
設
計

を
行
う
。
財
源
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
へ
要
望
中
。

運
営
主
体
は
漁
協
、
Ｊ
Ａ

等
関
係
機
関
と
協
議
し
て

い
く
。

問
　
最
近
で
は
温
泉
や
農

場
、
遊
園
地
等
を
活
用
し

地
域
の
観
光
の
目
玉
な
ど

と
し
て
、
体
験
型
の
施
設

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

現
状
で
は
不
十
分
。
県
と

一
体
と
な
っ
て
、
エ
コ

パ
ー
ク
を
中
心
に
活
性
化

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
る
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か

答　

道
の
駅
、
海
の
駅
周

辺
に
は
バ
ラ
園
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
竹
林
園
、

親
水
護
岸
、
恋
人
の
聖
地
、

水
俣
病
資
料
館
等
あ
り
、

こ
れ
ら
の
施
設
と
連
携
し

な
が
ら
特
色
の
あ
る
事
業

を
推
進
す
る
。

最
初
の
陳
情
か
ら

17
年

11
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手狭な市立図書館、新庁舎
に併設すれば、一石四鳥

髙岡　朱美　議員

（日本共産党）

問
　
文
科
省
は
、「
公
立

図
書
館
の
望
ま
し
い
設
置

及
び
運
営
上
の
基
準
」
を

示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

照
ら
し
て
市
の
図
書
館
の

現
状
は
い
か
が
か
。
ま
た

日
本
一
の
読
書
の
街
づ
く

り
の
成
果
は
ど
う
か

答　

基
準
に
沿
っ
て
、
高

齢
者
、
障
害
者
向
け
資
料

の
収
集
、
乳
幼
児
へ
の
配

慮
を
行
っ
て
い
る
他
、
利

用
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応

え
、
本
の
購
入
や
資
料
の

提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

課
題
は
、
人
口
規
模
別
目

標
値
で
あ
る
延
床
面
積 

情
報
化
社
会
に

ふ
さ
わ
し
い
図

書
館
づ
く
り
に

つ
い
て

１
，
８
５
０
㎡
に
対
し
、

７
１
１
㎡
、
蔵
書
15
万
３

千
冊
に
対
し
て
10
万
冊
と
、

い
ず
れ
も
下
回
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
学

習
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て

お
り
、
ご
不
便
を
か
け
て

い
る
。
読
書
の
街
づ
く
り

の
目
的
は
市
民
の
読
書
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
で

あ
る
。「
本
読
み
場
」
や

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
街
中
に

設
置
し
た
他
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
、
図
書
館
祭
り
、

環
境
絵
本
大
賞
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
年
々
少
し

ず
つ
参
加
者
、
図
書
館
利

用
者
、
貸
出
し
数
も
増
え

て
い
る
。

問
　
市
庁
舎
に
図
書
館
を

併
設
し
た
自
治
体
に
話
を

聞
い
た
が
、
驚
く
よ
う
な

効
果
を
上
げ
て
い
る
。
広

く
な
っ
て
誰
に
で
も
使
い

や
す
く
な
っ
た
ほ
か
、
立

ち
寄
り
客
が
増
え
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
利
用
者
は
４

倍
、
貸
出
数
は
２
倍
〜
４

倍
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
情
報
が
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
集
ま
り
、
文

字
通
り
情
報
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に

な
り
、
財
政
的
に
も
新
築

し
た
場
合
に
比
べ
、
費
用

は
10
分
の
１
で
済
ん
だ
と

の
こ
と
で
あ
る
。

水
俣
市
立
図
書
館
を
将

来
同
じ
場
所
で
建
て
直
し

て
も
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
は

解
決
し
な
い
。
新
庁
舎
建

設
計
画
に
こ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
活
か
し
て
み
て
は
ど

う
か

答　

検
討
す
る
。

重
要
性
増
す
消
防
団
を
よ
り 

強
化
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
消
防
団
員
が
減
少
傾

向
の
中
、
若
い
人
が
入
団

を
嫌
が
る
理
由
に
つ
い
て

本
格
的
に
意
識
調
査
を
し

た
こ
と
が
あ
る
か

答　

実
施
し
た
こ
と
は
な

い
が
、
幹
部
と
の
意
見
交

換
を
通
じ
て
把
握
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問
　
消
防
格
納
庫
は
、
装

備
品
な
ど
と
同
様
に
市
が

準
備
す
る
も
の
と
の
考
え

方
を
と
っ
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
。
水
俣
市
も
習
っ

て
は
ど
う
か

答　

引
き
続
き
補
助
金
制

度
を
活
用
し
て
各
団
で
整

備
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
災
害
時
の
即
応
力
と

と
し
て
の
消
防
団
へ
の
期

待
は
大
き
く
、
国
、
自
治

体
に
強
化
を
促
す
新
し
い

法
律
が
で
き
た
。
一
方
で

特
に
山
間
部
は
人
口
減
で

団
員
不
足
に
加
え
、
格
納

庫
整
備
の
負
担
は
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

答　

財
源
の
問
題
が
あ
り

難
し
い
。

128種類もの雑誌が並ぶ北海道滝川市立図書館
（庁舎２階）
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森林伐採の現状と
今後の森林事業は

藤本　寿子　議員

（無限21）

問
　
伐
採
面
積
は
、
過
去

３
年
間
で
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
る
か

答　

主
伐
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
62
・
１
㏊
、

27
年
度
１
２
４
・
７
㏊
、

28
年
度
は
１
５
１
・
49
㏊

で
あ
る
。

問
　
近
年
、
伐
採
が
多
く

な
っ
た
理
由
は
何
か

答　

本
市
の
森
林
は
、
樹

齢
が
30
年
か
ら
40
年
経
過

し
、
伐
採
時
期
に
な
っ
た
。

水
俣
市
に
お
け
る
森
林
伐
採
の
現
状
と
今
後
は

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の

原
料
、
中
国
・
韓
国
へ
の

輸
出
の
急
増
に
よ
り
木
材

価
格
が
安
定
し
た
。

問
　
急
激
な
伐
採
は
、
森

林
環
境
や
市
民
生
活
に
も

影
響
が
あ
る
と
思
う
が

答　

今
の
と
こ
ろ
、
苦
情

は
少
な
い
。
法
的
規
制
は

出
来
な
い
が
森
林
機
能
確

保
の
た
め
植
林
な
ど
を
進

め
る
。

問
　
現
在
、
何
カ
所
あ
る

の
か

答　

平
成
14
年
度
に
策
定

し
た
ス
ト
ッ
ク
総
合
計
画

に
よ
る
が
、
計
７
団
地
、

１
２
９
世
帯
あ
る
。

問
　
用
途
廃
止
の
理
由
は

答　

耐
用
年
数
が
過
ぎ
て

い
た
り
敷
地
形
状
が
不
整

形
、
安
全
性
向
上
を
図
る

改
修
や
建
て
替
え
が
困
難

で
あ
る
と
判
断
し
た
。

問
　
年
一
回
の
除
草
の
回

数
を
増
や
せ
な
い
か

答　

年
２
回
で
き
る
よ
う

予
算
確
保
に
努
め
る
。

川
内
原
子
力
発
電
所
事
故
時
の
原
子
力
災
害
対
策

問
　
水
俣
市
防
災
会
議
に

お
い
て
原
子
力
災
害
対
策

の
議
論
は
始
ま
っ
た
の
か

答　

次
回
の
防
災
会
議
か

ら
議
論
と
な
る
よ
う
説
明

す
る
。

問
　
福
島
県
の
飯
館
は
、

原
発
か
ら
50
㎞
で
あ
っ
た

が
全
村
避
難
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
水
俣
市
は
避
難

先
を
考
え
て
い
る
か

答　

熊
本
県
の
指
導
に
基

づ
き
、
避
難
体
制
を
決
定

し
て
い
く
。

問
　
安
定
ヨ
ウ
素
剤
配
布

や
自
主
避
難
の
た
め
、
市

民
あ
げ
て
の
原
子
力
災
害

に
つ
い
て
の
学
習
会
が
必

要
と
思
う
が

答　

次
回
の
防
災
会
議
で

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い

て
説
明
し
、
内
容
を
踏
ま

え
た
所
で
検
討
す
る
。

問
　
市
民
か
ら
原
子
力
災

害
が
あ
っ
た
場
合
を
想
定

し
、
各
々
の
状
況
を
知
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

れ
な
い
か

答　

防
災
会
議
で
検
討
し

た
い
。
現
在
避
難
行
動
の

要
支
援
者
名
簿
を
作
成
中

で
あ
る
。

用
途
廃
止
予
定
の
市
営
住
宅

の
今
後
は

問
　
市
営
住
宅
へ
の
応
募

者
の
近
年
の
状
況
は

答　

平
成
24
年
は
２
・
４

倍
だ
っ
た
が
年
々
解
消
し
、

28
年
は
１
・
４
倍
に
な
っ

て
い
る
。
希
望
者
に
応
じ

ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

問
　
作
ら
れ
た
年
代
が
同

じ
で
用
途
廃
止
に
な
っ
た

り
、
ま
だ
募
集
し
た
り
し

て
い
る
団
地
が
あ
る
が
、

希
望
者
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か

答　

今
後
、
施
設
の
状
況

や
そ
の
こ
と
も
考
え
検
討

す
る
。

13
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小路　貴紀　議員

（水進会）

候補地決定の優位性を示す具体
的な比較検討が行われていない

問
　
候
補
地
決
定
に
至
る

経
緯
は
ど
う
だ
っ
た
の
か

答　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
や
地
域
懇
談
会
で
の

市
民
意
見
聴
取
、
有
利
な

起
債
適
用
の
承
認
等
を
勘

案
し
て
決
定
し
た
。

問
　
85
・
５
％
の
交
付
税

措
置
が
あ
る
起
債
は
２
候

補
地
と
も
に
適
用
と
な
る

こ
と
は
確
認
さ
れ
た
の
か

答　

国
・
県
と
協
議
し
、

旧
庁
舎
周
辺
は
適
用
、
六

ツ
角
周
辺
は
合
理
的
理
由

を
整
理
す
る
必
要
性
か
ら

適
用
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

旨
の
回
答
を
受
け
た
。

問
　
旧
庁
舎
周
辺
は
浸
水

被
害
の
経
験
及
び
裏
山
は

急
傾
斜
で
あ
る
、
六
ツ
角

周
辺
で
人
口
減
を
見
据
え

新
庁
舎
の
建
設

た
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
づ
く

り
、
本
市
の
土
地
事
情
か

ら
市
内
に
防
災
拠
点
を
設

け
る
等
は
、
合
理
的
理
由

に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か

答　

起
債
適
用
は
現
地
復

旧
が
原
則
、
市
街
地
活
性

化
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問
　
六
ツ
角
周
辺
に
大
型

商
業
施
設
を
所
有
す
る
業

者
と
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
具
体

的
に
協
議
し
た
の
か

答　

協
議
し
て
い
な
い
。

問
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
や
地
域
懇
談
会
で
の

意
見
数
は
対
人
口
比
で

１
％
に
も
満
た
な
い
。
商

店
街
関
係
者
か
ら
意
見
は

聴
取
し
た
の
か

答　

聴
取
し
て
い
な
い
。

問
　
２
候
補
地
を
具
体
的

に
比
較
検
討
し
直
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か

答　

候
補
地
は
決
定
済
み

で
あ
り
考
え
て
い
な
い
。

問
　
市
長
は
禍
根
を
残
さ

な
い
た
め
に
も
候
補
地
決

定
を
一
旦
保
留
に
す
る
考

え
は
な
い
か

答　

考
え
て
い
な
い
。

競
り
舟
Ｆ
Ｒ
Ｐ
艇
建
造
に 

係
る
補
正
予
算
の
発
生

小

中

学

校

の

支

援

問
　
職
員
服
務
規
程
等
を

守
れ
ば
補
正
予
算
の
発
生

は
防
げ
た
の
で
は
な
い
か

答　

行
政
事
務
の
不
備
が

要
因
で
あ
り
、
当
初
予
算

で
金
額
や
工
期
等
の
確
認

が
確
実
に
積
算
さ
れ
て
お

れ
ば
、
３
３
１
万
円
の
補

正
予
算
は
必
要
な
か
っ
た
。

問
　
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
８
月
17
日
開
催
の
子

ど
も
議
員
提
案
発
表
会
で

提
言
さ
れ
た
が
、
ど
う
思

う
か

答　

国
の
交
付
金
採
択
に

向
け
て
、
文
科
省
に
対
し

て
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
卒
業
証
書
の
丸
筒
に

つ
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
の

支
出
負
担
軽
減
の
面
か
ら

も
、
す
べ
て
市
で
予
算
化

で
き
な
い
か

問
　
補
正
予
算
は
市
民
に

新
た
な
負
担
を
求
め
る
こ

と
に
な
ら
な
い
か

答　

新
た
な
負
担
と
は
考

え
て
い
な
い
。

問
　
行
政
事
務
の
不
備
を

認
め
る
な
ら
ば
懲
戒
処
分

と
の
関
係
は

答　

処
分
と
は
な
ら
な
い
。

答　

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
意
向
を

確
認
し
、
市
費
で
の
購
入

を
考
え
る
。

問
　
第
三
中
学
校
跡
地
の

体
育
施
設
を
利
用
す
る
部

活
動
の
利
用
料
を
免
除
で

き
な
い
か

答　

現
状
は
一
般
利
用
料

の
２
分
の
１
を
減
免
し
て

い
る
。

問
　
利
用
料
の
取
り
扱
い

を
今
後
検
討
で
き
な
い
か

答　

検
討
し
た
い
。

問
　
市
民
の
参
加
者
総
数

は
何
人
だ
っ
た
の
か

答　

７
ヵ
所
で
開
催
し
、

延
べ
１
６
６
人
で
あ
っ
た
。

問
　
参
加
者
数
が
最
も
多

か
っ
た
会
場
と
少
な
か
っ

た
会
場
は

答　

秋
葉
会
館
が
44
名
、

袋
の
南
部
館
が
10
名
で

あ
っ
た
。

問
　
医
療
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
料
金
の
軽
減
は

答　

用
地
確
保
と
料
金
の

見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

市
長
と
語
る

地
域
懇
談
会

14



No.74

塩﨑　達朗　議員

（真志会）

新たな事業で
地域経済の活性化に期待

問
　
今
ま
で
生
ご
み
分
別

を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た

地
区
ま
で
分
別
を
拡
大
し

た
の
は
な
ぜ
か

答　

中
山
間
地
域
等
に
お

け
る
生
ご
み
自
家
処
理
比

率
の
低
下
や
高
齢
世
帯
の

増
加
に
よ
り
、
燃
や
す
ご

み
へ
の
資
源
ご
み
の
混
入

量
が
増
加
し
、
可
燃
ご
み

の
処
理
量
が
増
加
し
た
た

め
で
あ
る
。

問
　
近
年
の
燃
や
す
ご
み

と
生
ご
み
の
推
移
は

答　

可
燃
ご
み
の
処
理
量

の
推
移
は
、
平
成
25
年
の

４
，
６
０
２
ト
ン
か
ら
平

成
28
年
は
４
，
４
３
５
ト

ン
で
、
生
ご
み
の
処
理
量

の
推
移
は
平
成
25
年
の 

１
，
０
９
９
ト
ン
か
ら
平

問
　
こ
れ
ま
で
の
交
流
人

口
の
推
移
と
今
後
ど
の
程

度
の
交
流
人
口
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
る
か

答　

平
成
10
年
の
70
万
人

か
ら
平
成
28
年
は
約
52
万

人
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

は
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
水
俣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
開
通
も
予
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
交
流
人
口
70

万
人
を
目
標
に
観
光
施
策

に
力
を
入
れ
て
行
き
た
い
。

問
　
み
な
ま
た
観
光
物
産

館
ま
つ
ぼ
っ
く
り
は
そ
の

ま
ま
で
、
さ
ら
に
新
た
な

施
設
を
整
備
す
る
と
考
え

て
い
い
の
か

答　

整
備
を
計
画
し
て
い

る
施
設
は
熊
本
県
の
港
湾

用
地
に
建
設
を
予
定
し
て

お
り
、
新
施
設
の
完
成
後

に
は
観
光
物
産
館
の
機
能

を
新
施
設
へ
移
転
し
現
在

の
ま
つ
ぼ
っ
く
り
は
閉
鎖

す
る
。

水
俣
市
の
ご
み
分
別
に
つ
い
て

市
長
と
語
る
地
域
懇
談
会
に

お
け
る
重
点
事
項
に
つ
い
て

防

災

に

つ

い

て

成
28
年
は
９
５
４
ト
ン
と

減
少
し
た
。

問
　
生
ご
み
処
理
容
器

（
キ
エ
ー
ロ
）
の
登
録
制

に
よ
る
設
置
と
は

答　

本
年
度
か
ら
キ
エ
ー

ロ
の
設
置
を
希
望
さ
れ
る

方
を
対
象
に
、
原
則
５
年

間
無
償
貸
与
す
る
事
業
で

あ
る
。

問
　
事
業
所
ご
み
の
分
別

が
き
び
し
く
な
っ
た
の
は

答　

各
事
業
者
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
や
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
古
紙
類
等
が

分
別
さ
れ
ず
、
燃
や
す
ご

み
に
混
入
し
大
量
に
持
ち

込
ま
れ
て
い
た
事
が
確
認

さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

問
　
災
害
が
発
生
し
水

道
・
電
気
等
が
寸
断
さ
れ

た
と
き
の
対
応
は

答　

水
道
に
つ
い
て
は
給

水
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

問
　
水
産
業
の
振
興
、
産

業
団
地
周
辺
の
産
業
振
興

及
び
地
域
経
済
の
活
性
化

と
は

答　

新
た
に
造
成
す
る
渚

部
分
を
生
態
系
に
配
慮
し

た
も
の
と
し
、
魚
の
産
卵

場
所
や
稚
魚
の
生
育
場
と

し
ま
す
。
さ
ら
に
造
成
さ

れ
る
土
地
を
企
業
誘
致
や

地
場
企
業
の
事
業
拡
大
等

の
用
地
に
活
用
す
る
。

水
源
地
に
発
電
機
を
備
え
、

電
気
等
は
九
州
電
力
等
に

情
報
提
供
を
行
い
早
期
復

旧
に
努
め
て
い
る
。
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No.74

野中　重男　議員

（日本共産党）

国が旧庁舎跡地での
建替えに交付を決定

問
　
市
長
は
、
旧
庁
舎
で

の
建
て
替
え
を
決
断
し
た
。

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由

か
ら
か

答　

総
工
費
の
85
・
５
％

を
地
震
被
害
を
受
け
た
庁

舎
と
し
て
、
国
が
お
金
を

出
し
て
く
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
も
う
一
つ
、
候

補
地
に
挙
が
っ
て
い
た
六

ツ
角
周
辺
に
つ
い
て
は
、

土
地
が
民
間
所
有
で
あ
り
、

用
地
購
入
な
ど
に
多
く
の

費
用
が
か
か
る
と
し
て
、

こ
こ
を
候
補
地
に
す
る
に

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
回

総

工

費

の

85
・
５
％
が

国
か
ら
交
付

さ
れ
る

答
が
き
た
。
こ
れ
ら
を
受

け
て
市
庁
舎
の
場
所
は
旧

庁
舎
以
外
に
な
い
と
判
断

し
た
。

問
　
六
ツ
角
周
辺
が
な
ぜ

多
く
の
費
用
が
か
か
る

の
か
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
ま
ず
、
商
業
施
設
及

び
そ
れ
が
建
っ
て
い
る
所

の
土
地
と
、
そ
の
周
辺
の

駐
車
場
の
所
有
者
は
だ
れ

か
。
さ
ら
に
、
そ
の
商
業

施
設
に
は
テ
ナ
ン
ト
は
何

社
入
っ
て
い
る
の
か

答　

商
業
施
設
と
そ
こ
の

土
地
、
及
び
駐
車
場
の
一

部
は
民
間
法
人
で
あ
る
。

ま
た
、
残
り
の
土
地
は
５

人
の
個
人
所
有
で
あ
る
。

テ
ナ
ン
ト
は
８
社
と
１
団

体
が
入
っ
て
い
る
。

問
　
テ
ナ
ン
ト
の
移
転
費

用
や
営
業
補
償
に
は
国
の

交
付
金
は
使
え
る
の
か

答　

こ
れ
に
は
国
の
交
付

金
は
使
え
な
い
。

問
　
商
業
施
設
に
は
テ
ナ

ン
ト
が
入
っ
て
い
る
が
、

移
転
費
用
や
営
業
補
償
は

ど
の
よ
う
に
積
算
し
、
だ

れ
が
交
渉
す
る
の
か
。
ま

た
、
同
じ
よ
う
に
営
業
補

償
は
ど
う
な
る
の
か

答　

移
転
費
用
は
建
物
移

転
補
償
と
動
産
移
転
料
で

あ
る
。
積
算
は
専
門
家
し

か
で
き
な
い
。
交
渉
は
水

俣
市
が
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
営
業
補
償
は
、
営

業
休
止
補
償
、
営
業
規
模

縮
小
補
償
、
営
業
廃
止
補

償
が
あ
る
。
専
門
家
が
す

る
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
交

付
金
は
全
く
使
え
な
い
の

で
水
俣
市
が
単
独
で
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
用
地
購
入
費
に
つ
い

て
は
国
か
ら
の
お
金
は
使

え
る
の
か

答　

国
は
、
旧
庁
舎
と
比

べ
て
安
全
性
が
高
い
な
ど

の
合
理
的
な
理
由
が
あ
る

場
合
で
あ
る
。
六
ツ
角
は

用
地
購
入
費
な
ど
多
く
の

お
金
が
か
か
る
こ
と
か
ら

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
言
っ

て
き
た
。

問
　
旧
庁
舎
で
あ
れ
ば
、

国
か
ら
の
交
付
金
が
で
て
、

平
成
33
年
12
月
ま
で
に
新

し
い
庁
舎
が
完
成
す
る
。

一
方
、
六
ツ
角
は
移
転
費

用
、
営
業
費
用
、
用
地
交

渉
な
ど
ど
れ
だ
け
の
時
間

と
費
用
と
労
力
が
必
要
か

わ
か
ら
な
い
か
ら
旧
庁
舎

跡
地
と
し
た
の
か

答　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

子
や
孫
た
ち
に
大
き
な
金

銭
的
な
負
担
は
か
け
ら
れ

な
い
と
考
え
て
建
て
替
え

は
旧
庁
舎
跡
地
と
し
た
。
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No.74

谷口　明弘　議員

（真志会）

市役所新庁舎の建設地の選定は
住民投票で民意を問うべきだ

問
　
昨
年
度
実
施
し
た
ふ

る
さ
と
納
税
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か

答　

寄
附
件
数
が
１
，
０

９
９
件
。
寄
附
額
は
２
５
，

１
９
０
，
５
５
０
円
。
寄

附
者
の
出
身
地
は
水
俣
出

身
者
以
外
が
９
割
で
あ
る
。

寄
付
者
の
半
数
が
首
都
圏

内
に
住
む
方
々
。
寄
附
金

の
使
途
に
つ
い
て
は
特
に

指
定
し
な
い
が
ほ
ぼ
半
数
。

寄
附
の
理
由
は
お
礼
の
品

が
魅
力
的
だ
か
ら
が
ほ
ぼ

半
数
。
返
礼
品
の
件
数
が

多
か
っ
た
の
は
デ
コ
ポ
ン

な
ど
の
柑
橘
類
、
モ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
ポ
ー
ク
な
ど
で

あ
っ
た
。
27
年
度
と
比
べ

実
績
が
伸
び
た
要
因
と
し

て
は
ふ
る
さ
と
納
税
専
用

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
」
の
効
果
が
大
き

か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問
　
芦
北
町
は
昨
年
度
８

千
万
円
程
度
の
寄
附
額
で

あ
る
が
こ
の
違
い
を
ど
う

と
ら
え
て
い
る
の
か

答　

本
市
と
比
べ
る
と
３

倍
と
な
り
、
寄
附
額
に
差

が
あ
る
の
は
事
実
。
他
市

町
村
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
な
が
ら
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
も
の
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
財

源
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

事
業
に
活
用
し
た
の
か

答　

主
な
も
の
は
、
姉
妹

都
市
交
流
事
業
に
２
３
９

万
円
。
在
宅
寝
た
き
り
高

齢
者
等
介
護
手
当
に
１
３

５
万
円
な
ど
で
あ
る
。

国
が
進
め
る
地
方
創
生
の 

メ
ニ
ュ
ー
と
水
俣
市
の
取
り

組
む
姿
勢
は
充
分
か

問
　
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン

グ
制
度
や
ふ
る
さ
と
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
事
業
、
地
方

版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
な
ど

の
地
方
創
生
メ
ニ
ュ
ー
に

対
し
て
水
俣
市
の
対
応
は

ど
う
だ
っ
た
の
か

答　

ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン

グ
ホ
リ
デ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
来
年
度
以
降
、
実
施

す
る
旨
の
検
討
を
し
た
い
。

他
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ

る
。

市
役
所
新
庁
舎
建
設
地
の 

選
定
は
住
民
投
票
で

問
　
水
俣
市
本
庁
舎
建
替

検
討
委
員
会
で
は
熟
議
の

上
で
「
旧
庁
舎
周
辺
」
と

「
六
ツ
角
周
辺
」
の
２
カ

所
を
適
地
と
提
案
さ
れ
た
。

市
は
唐
突
に
、
旧
庁
舎
周

辺
に
決
定
す
る
と
発
表
し

た
が
、
２
カ
所
の
候
補
地

の
比
較
検
討
が
十
分
な
さ

れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
ず
、

議
会
の
意
見
も
真
っ
二
つ

に
割
れ
て
い
る
。
将
来
に

禍
根
を
残
さ
ぬ
よ
う
に
住

民
投
票
を
実
施
し
て
民
意

を
問
う
て
は
ど
う
か

答　

総
合
的
に
判
断
す
る

と
住
民
投
票
を
実
施
す
る

必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

問
　
８
月
18
日
に
議
会
に

は
候
補
地
に
つ
い
て
は
未

定
と
説
明
さ
れ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
僅
か
１
週
間
後

に
、
唐
突
に
旧
庁
舎
周
辺

に
決
定
と
新
聞
報
道
さ
れ

た
。
こ
の
間
に
庁
舎
内
で

ど
う
い
う
議
論
が
あ
っ
た

の
か
。
市
役
所
庁
舎
建
設

地
を
旧
庁
舎
周
辺
に
決
定

す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
詳

し
く
知
り
た
い
。
庁
内
会

議
の
議
事
録
を
こ
の
場
で

読
み
上
げ
て
欲
し
い

答　

庁
内
会
議
の
議
事
録

は
存
在
し
な
い
。

問
　
議
事
録
が
無
い
と
は

信
じ
ら
れ
な
い
。
私
は
議

員
に
与
え
ら
れ
た
権
利
を

行
使
し
て
議
員
提
案
で
住

民
投
票
条
例
案
を
今
議
会

に
提
案
す
る
つ
も
り
だ
。

議
員
各
位
は
良
く
考
え
て

ほ
し
い
。
市
長
は
ど
う
考

え
る
か

答　

繰
り
返
し
に
な
る
が

住
民
投
票
を
実
施
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
る
。

ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」
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松本　和幸　議員

（自民党）

地場企業新産業・雇用創出
促進補助金1,250万円は適正
に使われているのか

問
　
栄
橋
か
ら
丸
島
ポ
ン

プ
場
付
近
ま
で
の
道
路
拡

張
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か

答　

こ
の
整
備
手
法
は
、

丸
島
雨
水
幹
線
の
水
路
断

面
を
縮
小
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
大
雨
時
に
お
け

る
周
辺
住
民
へ
の
浸
水
被

害
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う

に
よ
り
慎
重
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

問
　
江
添
川
に
沿
っ
た
道

路
拡
張
に
つ
い
て
は
住
民

に
約
束
を
し
て
い
る
こ
と

だ
か
ら
長
年
実
現
し
な
い

の
は
行
政
の
怠
慢
で
は
な

い
か

答　

丸
島
雨
水
ポ
ン
プ
場

の
排
水
能
力
の
向
上
を
含

江
添
川
に
沿
っ

た
道
路
拡
張

め
、
雨
水
対
策
を
十
分

図
っ
た
上
で
、
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　
丸
島
ポ
ン
プ
場
の
整

備
は
全
て
完
了
し
て
い
る

の
か

答　

ポ
ン
プ
増
設
の
具
体

的
な
時
期
は
決
ま
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
、
検
討
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
　
補
助
金
で
取
得
し
た
土

地
は
他
に
使
用
で
き
る
の
か

答　

本
補
助
金
で
取
得
し

た
土
地
に
つ
い
て
は
、
事

業
計
画
の
業
務
に
使
用
す

る
こ
と
が
原
則
と
考
え
て

い
る
。

問
　
交
付
要
件
で
「
新
規

地
元
雇
用
者
数
３
人
以

上
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

採
用
し
た
３
人
は
目
的
以

問
　
土
地
開
発
の
許
可
が

必
要
な
面
積
を
３
，
０
０

０
㎡
以
上
か
ら
１
０
，
０

０
０
㎡
以
上
に
見
直
す
考

え
は
な
い
か

答　

都
市
計
画
区
域
の
見

直
し
が
必
要
と
判
断
さ
れ

る
場
合
に
は
、
熊
本
県
や

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
適
正
に
手
続
き

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

水
俣
市
地
場
企
業
新
産
業
・ 

　
雇
用
創
出
促
進
補
助
金

都
市
計
画
区
域

内
の
見
直
し

市
長
の
人
事
に

対
す
る
考
え
方

問
　
市
長
の
人
事
に
対
す

る
考
え
方
を
伺
い
た
い

答　

適
材
適
所
を
基
本
と

し
、人
事
に
関
す
る
調
書
の

内
容
を
も
と
に
、個
人
ヒ
ア

リ
ン
グ
、各
部
課
長
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
仕
事
が
継
続
で
き
る

人
事
を
す
る
べ
き
で
は

答　

人
事
は
非
常
に
難
し

い
の
で
よ
く
考
え
て
や
り

た
い
。

問
　
ポ
ン
プ
の
増
設
を
含

め
、
今
後
の
下
水
道
の
具

体
的
な
事
業
計
画
は
ど
う

す
る
の
か

答　

下
水
道
施
設
全
体
の

基
本
設
計
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
を
来
年
度

ま
で
に
策
定
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
丸
島
雨
水

ポ
ン
プ
場
の
増
設
は
い
つ

で
き
る
か
、
今
後
の
事
業

計
画
を
調
整
し
て
い
く
。

外
の
仕
事
は
で
き
る
の
か

答　

本
補
助
金
で
の
交
付

要
件
で
も
あ
る
雇
用
者
に

つ
い
て
は
、
事
業
計
画
の

業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が

原
則
と
考
え
て
い
る
。

問
　
原
則
が
守
ら
れ
て
い

な
い
が
、補
助
金
の
返
還
を

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か

答　

今
後
、
十
分
調
査
し

た
い
。
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桑原　一知　議員

（真志会）

新庁舎建設の
決定プロセスは不透明

問
　「
旧
庁
舎
周
辺
」
と

「
六
ツ
角
周
辺
」
を
選
定

さ
れ
た
時
点
で
、
ど
ち
ら

が
建
設
地
に
な
っ
て
も
良

い
よ
う
に
、
用
地
所
有
者

に
取
得
費
用
の
協
議
を
急

ぐ
必
要
や
、
起
債
適
用
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
あ

れ
ば
、
低
く
な
る
よ
う
努

力
す
る
事
が
行
政
の
仕
事

で
は
な
い
か

答　

建
設
地
が
確
定
し
て

い
な
い
基
本
構
想
の
段
階

で
、
用
地
所
有
者
と
の
費

用
や
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
協
議
を
行
わ
な
い
の
が

一
般
的
で
あ
り
、
所
有
者

や
テ
ナ
ン
ト
に
及
ぼ
す
影

響
や
風
評
被
害
等
を
考
慮

す
る
と
慎
重
に
対
応
す
る

水
俣
市
新
庁
舎

建
設
に
つ
い
て

も
の
と
考
え
、
遅
か
っ
た

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
嵩
上
げ
や
人
工
地
盤

の
費
用
は
、
一
般
単
独
災

害
復
旧
事
業
債
の
適
用
は

出
来
る
の
か

答　

明
確
な
回
答
は
得
ら

れ
て
い
な
い
。

問
　
両
候
補
地
の
起
債
適

用
に
向
け
最
大
限
努
力
す

る
事
や
用
地
取
得
で
の
相

手
方
と
の
協
議
等
、
確
実

な
情
報
で
議
論
す
る
た
め

に
は
、
確
か
な
数
字
は
重

要
で
あ
り
、
協
議
す
る
必

要
が
な
い
と
誰
が
判
断
し

た
の
か

答　

市
と
し
て
判
断
し
た
。

問
　
農
地
集
積
加
速
化
事

業
の
今
後
の
取
組
み
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

答　

平
成
29
年
度
に
指
定

し
た
「
薄
原
・
深
川
地
区
」

に
お
い
て
は
地
域
の
実
情

に
詳
し
い
方
を
中
心
に
事

業
推
進
員
会
を
立
ち
上
げ
、

本
市
の
農
業
振

興
に
つ
い
て

営
農
意
向
等
の
調
査
の
た

め
地
区
住
民
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
平
成
28
年
度
に
指

定
を
受
け
た
「
市
渡
瀬
・

宝
川
内
地
区
」
に
お
い
て

は
、
機
械
の
共
同
利
用
組

織
や
集
落
営
農
組
織
の
立

ち
上
げ
等
を
含
め
、「
地

域
営
農
・
農
地
集
積
計

画
」
を
策
定
し
、
計
画
に

沿
っ
て
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
平
成
27
年
度
以
前
に

指
定
さ
れ
た
地
区
に
つ
い

て
も
、
必
要
に
応
じ
て
計

画
の
見
直
し
と
農
地
集
積

手
続
き
を
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

問
　
平
成
30
年
度
イ
ン

タ
ー
開
通
に
併
せ
物
産
館

構
想
計
画
が
あ
る
が
、
農

業
者
の
方
々
が
ど
の
よ
う

な
関
わ
り
が
で
き
る
の
か

答　

地
元
農
産
物
や
加
工

品
販
売
の
さ
ら
な
る
充
実

を
考
え
お
り
、
農
産
物
の

販
売
に
よ
る
稼
げ
る
農
業

及
び
地
産
地
消
の
推
進
に

つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て

い
る
。

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
は

喫
緊
の
課
題

問
　
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
計
画
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か

答　

平
成
29
年
度
予
算
編

成
に
お
い
て
検
討
し
た
が
、

想
定
さ
れ
る
事
業
費
が
約

７
億
円
と
高
額
に
な
る
こ

と
か
ら
、
４
カ
年
で
の
整

備
計
画
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
平
成
28
年
度
に
お
い

て
教
室
の
気
温
が
28
度
以

上
を
観
測
し
た
日
数
は

答　

平
成
28
年
７
月
と
９

月
で
調
査
し
た
結
果
、
全

く
な
い
学
校
も
あ
る
一
方
、

観
測
日
35
日
の
う
ち
32
日

の
学
校
も
あ
っ
た
。
全
校

で
の
観
測
日
延
べ
３
５
４

日
に
対
し
て
、
気
温
28
度

以
上
の
日
が
１
９
３
日
で

約
55
％
、
29
度
以
上
が
１

１
２
日
、
ま
た
30
度
以
上

の
日
は
50
日
あ
っ
た
。

問
　
エ
ア
コ
ン
設
置
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
市
長

の
考
え
は

答　

全
体
の
財
源
を
考
え

な
が
ら
、
優
先
順
位
を
決

め
市
政
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
設
置
に
つ
い
て
は
子

ど
も
達
の
こ
と
も
考
え
、

決
断
し
た
い
。
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７月16日　恋龍祭市民総おどりに参加
７月18日　各派代表者会議
７月19日　庁舎建替等対策特別委員会
７月21日　水俣芦北広域行政事務組合臨時会
７月25日　子ども議員体験第一回学習会
７月30日　第42回水俣競り舟大会出場
８月７日　議会運営委員会

（９月定例会の会期について）
８月10日　水俣芦北広域行政事務組合議会全員協

議会
８月18日　議会運営委員会

（９月定例会の提出議案について）
全員協議会
庁舎建替等対策特別委員会
各派代表者会議

８月21日　厚生文教常任委員会

８月１日　○愛媛県新居浜市議会
環境モデル都市づくりについて

８月22日　○三重県四日市市議会
公害克服の経験を生かした海外研修
生の受け入れについて

９
月
議
会
を
終
え
、
猛
烈
に
暑
か
っ
た

夏
に
別
れ
を
告
げ
る
時
期
に
な
り
、
田
ん

ぼ
の
稲
も
黄
色
く
色
づ
き
は
じ
め
、
秋
の

風
情
を
思
わ
せ
る
光
景
も
目
に
つ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
夏
の
疲
れ

が
体
調
の
変
調
を
も
た
ら
す
時
期
で
す
。

残
暑
も
気
を
抜
か
ず
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
。

さ
て
今
議
会
だ
よ
り
の
最
終
ペ
ー
ジ
に

は
、
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
記
事
を
掲
載

し
ま
し
た
。
議
会
報
告
会
の
開
催
か
ら
４

年
が
経
過
し
、
当
初
30
名
を
超
え
る
会
場

も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
３
、
４
名

の
会
場
も
あ
り
、
平
成
27
年
10
月
を
最
後

に
現
在
休
止
し
、
議
会
で
も
様
々
な
角
度

か
ら
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
減
少
は
報
告
会
の
継
続
を
左

右
す
る
大
き
な
課
題
で
す
。
市
民
の
皆
様

の
率
直
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

委
員
長
　
岩
阪
　
雅
文

副
委
員
長
　
藤
本
　
寿
子

委

員
　
桑
原
　
一
知

〃

　
小
路
　
貴
紀

〃

　
塩
﨑
　
達
朗

〃

　
髙
岡
　
朱
美

〃

　
田
中
　
睦

〃

　
中
村
　
幸
治

議
会
事
務
局
員
　
上
田
　
純

８月25日　平成29年第４回水俣市議会定例会開会
９月５日～７日　一般質問
９月９日　総務産業委員会・厚生文教委員会
９月13日　公害環境対策特別委員会
９月14日　庁舎建替等対策特別委員会

平成29年第４回水俣市議会定例会閉会
９月29日　秋の交通安全運動啓発活動に参加

議会報告会について
みなさんのご意見をお聞かせください

本市では、水俣市議会基本条例に基づいて平成23年から市内各地区で開催して
きました。しかし、参加者の減少により、平成27年10月を最後に休止しています。
より多くの皆さんが参加しやすい議会報告会のあり方について、皆さんのご意
見やご要望をお聞かせください。

（TEL）61-1661　（FAX）62-0987　（E-Mail）gikai@city.minamata.lg.jp

20


